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日本のHIV/AIDSの動向とその対策の方向性
市 川 誠 一
要 約
HIV感染の予防は個人の意識 と行動 に依存する。 しか し、予防の必要性を認識 し、 自身の問題 として意識化
し、予防行動 を決定するには、それらを支援する環境が必要である。わが国のHIV/AIDSの現状は、同性愛者
や滞日外国人に対 して、HIV/性感染症の予防や医療に関する啓発を促進 し、情報の入手や行動変容を起 こしや




HIV、AIDS診断例 につ いては 「感染症 の予 防及 び感
染症の患者 に対す る医療 に関す る法律」に基 づいて初 回
のみの報告が行われて いる。厚生労働省エイズ発生動 向
年報1)による と、 わが国 の未発 症HIV感染 者(以 下 、
HIV)およびAIDS患 者(以 下、AIDS)の発生報告数
は1996年以降増加 が続 いてい る。2007年の年間報告数 は、
HIVが1,082件、AIDSが418件、 合 計(HIV/AIDS)
が1,500件とな った(表1)。1985年に全国 サーベイ ラン
スが開始 されてか ら、血液凝固因子製剤 によ る感染例 を
除いた報告累計 はHIVが9,426件、AIDSが4,468件で、
HIV/AIDSは13,894件とな った。 最 近5年 間 の報 告数
はHIVが4,286件でHIV累 計 の45.4%、AIDSが1,912
件 でAIDS累 計 の42.8%と、それぞれが22年間 の報告総
数 の40%以上 を 占めて いる。 わが 国のHIV感 染 症 は近
年 にな って著 しく増加 している ことが伺 える。
エイズ病原体感染者報告票(症 状 に変化 を生 じた事項
に関 する報告)は 厚生省(現 厚生労働省)エ イズ疾病対
策課長通知(平 成11年3月19日)に よ り医 師の任意で報
告 されてい る。AIDSか ら病変死亡 した報 告例(以 下、
病変死亡例)の 年次推移 をみる と、病変死亡例 は1996年
116件を ピー クに減少 し、 この数年 は20件以下 とな って
いる。 これは複数 の抗HIV薬 を用 いる治療法(Highly
Active　Anti-retroviral　Therapy、以下HAART)が
導入 された ことによ る効果で あ り、HIV感染症 はAIDS
を発症 して死亡することを避けられる時代になったこと









































































査 ・早期医療に関する取 り組みがわが国のエイズ施策 と
して重要であることを示 している。


















財団法人 。エイズ予 防財団 は 「男性同性間のHIV/
STI感染予防に関する啓発事業」 として、 コミュニティ
















ら毎年実施 してきたMSM対 象の質問紙調査 によれば、
過去1年 のHIV検査受検率は1999年の19%から2004年
には36%に達 している5)。名古屋地域においては、2000















ずHIV陽性者への医療環境の整備 も重要 と考える。 ま




4.滞 日外国人 のHIV感染症 の動 向
外国国籍のHIV/AIDS報告数 は1992年に332件を数



















5.無 料 ・匿名HIV検 査及 び相談 について
保健 ・医療機関でHIV抗体検査を経験 した男性同性






安心 して相談で きた」 といったことも聞かれる。HIV





































・HIV検査を通 してHIV感染状況を早 く知 ることを推
奨 し、HIV検査を受けようとしている全ての人々に



































































































HIV Surveillance Trends and the Direction of 
     HIV prevention policy in Japan 
                Seiichi Ichikawa
                                     Abstract 
 Prevention of HIV infection is dependent on individuals' knowledge and application of HIV preventive 
behaviors. However, in order to facilitate individual behavior changes, the development of an environ-
ment which supports information seeking and behavior changes is required. Japan HIV/AIDS surveil-
lance data indicates the need to implement effective measures to deal with increasing infection rates 
among male homosexuals and foreigners. Measures needed include: the building of supportive environ-
ments to promote knowledge about HIV and Sexually Transmissible Infections, increasing the support 
for programs which encourage safer sex behavioral changes, improvement of the HIV counseling and 
testing systems to more effectively deal with the uneasiness accompanying HIV infection risk , and im-
provement of HIV related medical care, particularly for foreigners and homosexual men. 
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